
 

 

 

 

 

 

大阪城の歴史 

豊臣秀吉が築いた大坂城は 秀吉の没後、大坂夏の陣で落城 

その後徳川幕府は大坂城の再築 にあたり、豊臣家の権威を消し 

去るかのように豊臣大坂城を 大量の盛り土で地中に埋めて 

しまいました 今の大阪城の石垣や塀はすべて徳川幕府によるもので、豊臣期の石垣を地上で 

見ることはできません 

豊臣期の石垣を発見 

豊臣期の石垣は 1984 年

（昭和 59 年）発掘調査

で姿を現しました 

徳川再築の石垣とは明らかな違いが分かります 

大阪城の沿革 

1583 年（天正 11 年）羽柴（豊臣）秀吉が大坂築城を開始 

1598 年（慶長 3年）豊臣秀吉が没 

1600 年（慶長 5年）関ヶ原の戦い 

1615 年（慶長 20 年）大坂夏の陣大坂城落城 

1620 年（元和 6年）徳川幕府が大坂城再築を開始 

1984 年（昭和 59 年）豊臣大坂城の石垣を発見          資料：豊臣石垣館 
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